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　最近，本誌への投稿論文数が減少してきているという．この
理由のひとつには多数の新刊雑誌が急増し，しかも英文誌が
重要視されているからといわれる．確かに，その分野で査読さ
れた論文にはそれなりの価値があろう．しかし，各教室でどの
ような研究が手掛けられているかを知ることは，専門外のも
のでも今後の参考になることがある．特に基礎と臨床の間あ
るいは基礎問，臨床間同士での情報交換の場として本誌を是
非，利用して欲しい．
　また，論文の対象は今なお，周りに満ちあふれている．ある
嚥下性肺炎の大家は，口の中にナスビを頬ばったまま平気で
寝ている老年者をみて不思議に思い，嚥下反射，咳反射の低下
に気付いたのが研究の発端であったという．そして誤嚥予防
の目的でトウガラシ飴（カプサイシン入り）の開発にまで及
んだのである．このように症例報告から始まり，優れた臨床研
究へと実を結んだ事実は，患者さんをよく診ること，そのヒン
トに気付くこと，そして研究成果を患者さんに還元すること
の重要性をあらためて示している．
　患者さんに治療努力が施され，科学的評価で裏打ちされた
報告は，他の読者にも有益な情報を提供する．また，このよう
な報告が更なる発展の足掛かりにもなりうる点で，本誌への
積極的な参加を読者に期待したい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩本　俊彦　記）
幹事会（要旨）（平成14年5月）
L
2．
3．
平成14年度会員数の報告があった．
名誉会員45名　会員1949名
平成13年度59巻1～6号までの編集報告があった．
59巻発行部数合計　13430冊，頁数　500頁
平成13年度医学会総会報告並びに平成14年度の総会予
定が報告された．
開催報告
　開催日時：平成13年6月2日
　当番教室：生理学第一講座，眼科学講座
　特別講演：原岡　嚢脳神経外科学講座主任教授
　開催日時：平成13年ll日17日
　当番教室：病理学第二講座，外科学第三講座
　特別講演：伊藤正裕解剖学第一講座主任教授
開催予定
　開催日時：平成14年6月1日
　当番教室：生理学第二講座，放射線医学講座
　一般演題：ポスター展示
　開催日時：平成14年ll月2日
　当番教室：解剖学第一講座，産科婦人科学講座
　　　シンポジウム：演題未定
4．臨床懇話会報告
　開催報告
　第307回から第321回までの開催報告があった．
第319回3月28日
第320回4月03日
第321回5月16日
開催予定
第322回6月18日
外科学第五講座　松野
　救急医学講座　行岡
内科学第五講座　中村
直徒講師
哲男教授
博幸講師
腎臓科　松本　　博講師
　霞ケ浦病院，八王子医療センターの臨床懇話会は1年に1
　回診療科が受け持つこととされた．
5．審議事項
　（1）平成13年度収支決算について説明があった．
　（2）平成14年度予算について説明があった．
　（3）平成13年度の会計監査報告がなされた．
　（4）東医大誌と東医大紀並びに看護学校紀要の統合につ
　　　いての検討会報告がなされた．
　（5）編集状況について説明があった．
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